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営農情報１３ 

麦を早播きしたほ場の技術対策 
 

今年の麦は、11 月が少雨に経過したことから順調に播種されました。また、出芽は播

種後も好天に恵まれたことから平年並み～５日程度早く、順調に生育が進んでいます。

しかし、一部のほ場で早播き（11 月上旬頃）が行われ、既に３葉期に達している状況で

す。麦の早播きは、過剰分げつによる倒伏、凍霜害の発生、肥料切れによる後期凋落な

どを生じて、収量、品質が低下する恐れがあります。 

そこで、麦を早播きしたほ場については、下記のような技術対策を実施するようお願

いいたします。 

 

１ 対象ほ場  

  早播き限界前に播種したほ場  

（※早播き限界…小麦 11 月 10 日、大麦 11 月 20 日、裸麦 11 月 10 日） 

 

２ 技術対策  

（１）排水対策 

中間管理作業（踏圧、雑草防除、追肥、土入れなど）が適期に実施できるよ

うに、溝を必ず落水口に繋ぎ、降雨後の地表水をほ場外へ速やかに排水するよ

うに努める。 

（２）踏圧 

麦の生育抑制や倒伏防止のため、葉齢が３葉期以上になったら踏圧を開始し、

茎立ち期までに３～５回、土壌水分が少ない時に実施する。 

（３）雑草防除 

雑草の発生が早いため、雑草の種類を確認した上で除草剤を選定し、除草剤

の使用適期から遅れないように散布する。 

（４）追肥 

過剰分げつによる倒伏、肥料切れによる後期凋落を避けるため、一回目の追

肥は１月上～中旬頃（５～６葉期頃）に行う。 

（５）土入れ 

追肥後は必ず土入れを行い、肥料の流亡を防ぐ。 

 

以上 


